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平成２９年度第１回南丹市立障害者支援施設運営委員会議事録 
 

１． 招集年月日 平成２９年５月２５日（木） 

 

２．開催年月日 平成２９年６月１５日（木）午後１時３０分～ 

 

３．開催場所  南丹市日吉支所 ３階 第１会議室 

 

４．委員の総数及び出席者数並びにその氏名 

（１）委員の総数     ２１名 

（２）出席者数      １７名 

（３）出席した委員の氏名（敬称略） 

役職 氏名 選出区分 出欠 備考 

委員長 佐野 清 社会福祉関係者 ○  

副委員長 谷  幸 社会福祉関係者 ×  

委員 吉田 進 社会福祉関係者 ○  

委員 平井 喜代子 障害福祉関係者 ○  

委員 清水 謙次 障害福祉関係者 ○  

委員 船越 昭 障害福祉関係者 ○  

委員 木村 孝子 障害福祉関係者 ×  

委員 河方 里美 障害福祉関係者 ○  

委員 塩貝 範子 障害福祉関係者 ×  

委員 谷口 和  社会福祉関係者 ○  

委員 南  清 社会福祉関係者 ○  

委員 坪井 秀粹 社会福祉関係者 ○  

委員 奥村 史代 障害福祉関係者 ○  

委員 坂井  障害福祉関係者 ○  

委員 宇野 弘一 障害福祉関係者 ○  

委員 湯浅 公雄 事業利用者家族の会 ×  

委員 筒井 マサ子 事業利用者家族の会 ○  

委員 湯浅 徳子 事業利用者家族の会 ○  

委員 山内 正 学識経験者 ○  

委員 樋口 三千男 学識経験者 ○  

委員 井尻 治 市議会議員 ○  

合計 21名 
 

17名 
 

 



- 2 - 

５．傍聴者数 ０名 

 

６．議事の経過の要領及び議事別の議事事項 

司 会 

 

失礼します。定刻になりましたので、ただ今から南丹市立障害者支援施

設運営委員会を開会させていただきます。 

司会を務めさせていただきます南丹市社会福祉課参事の矢田でございま

す。よろしくお願いいたします。 

本日は、２１名の委員のうち、１７名の方に出席いただいておりますの

で、南丹市立障害者支援施設条例第１１条第２項に定める過半数以上の出

席となっておりますので、本委員会は成立していることを報告いたします。 

司 会 それでは開会にあたり、佐野委員長からご挨拶をいただきます。 

委 員 長 こんにちは。 

本日は夏日となりました。爽やかな毎日が続いております。 

本日、こうして平成２９年度第１回の委員会を開催しましたところ、皆

さまには大変お忙しいところご出席いただきまして、誠にありがとうござ

います。初めにお礼を申し上げます。 

施設の運営につきましては、昨年からあゆみ工房が加わり、３施設での

運営という中で、皆さまから様々な観点からご意見をいただき進めてまい

りました。 

施設で利用される皆さま方が、日常の居場所として生きがいを持って活

動できる施設にしなければなりません。施設で働いている皆さまは、そん

な施設になるように運営されていることとは思いますが、委員の皆さまそ

れぞれの立場で様々な角度から運営へのご意見をいただきながら進めてい

ただければと思います。 

最初にあたりまして、簡単ではございますが、開会の挨拶とさせていた

だきます。 

司 会 ありがとうございました。 

それでは報告事項に入らせていただきます。 

南丹市立障害者支援施設条例第１１条第１項の規定により、佐野委員長

に議長をお世話になりますので、よろしくお願いいたします。 

議 長 それでは、円滑に進行できますように、ご協力よろしくお願い申し上げ

ます。 
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初めに、施設の運営状況について、概要の報告を事務局より説明をいた

だきます。 

それではあじさい園、ひより舎、あゆみ工房の順に報告をお願いします。 

あじさい園 失礼します。あじさい園施設長の明田でございます。 

委員の皆さまには、平素から様々なご支援をいただき、この場を借りて

改めてお礼申し上げます。ありがとうございます。 

平成２８年度のあじさい園の事業活動報告として簡単にご説明させてい

ただきます。 

平成２７年度のとの比較について、ご利用者様の人数については大きな

変化はございません。ただし、１２月後半に１１名の方がインフルエンザ

にかかり約１週間休まれたことにより通所率が減少しました。 

授産収入については、ご利用者様の工賃に影響してくるところでござい

ますが、前年比１５０万円程の増額となり、総額においても、あじさい園

開設以来初めて８００万円を超えました。 

平成２８年度については、新しい職員体制のもと１年間を通じて様々な

イベントを無事終了することができました。 

また、障がいが多様化する中で職員の対応力向上のため、障がい特性に

特化した各種研修への参加や、事業所内での勉強会を手厚く進めてまいり

ました。 

このような中、平成２９年度におきましては、新たに３名の利用者さん

を受け入れ、より一層生活介護及び就労継続支援Ｂ型の充実を図っていき

たいと考えています。 

簡単ではございますが、以上です。 

ひより舎 失礼します。ひより舎施設長の福原と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

平素はひより舎の運営にご理解とご協力を賜りましてありがとうござい

ます。 

ひより舎の報告をさせていただきます。 

昨年度より新しくひより舎として活動をさせていただいておりますが、

運営面や授産面で多くの方にご心配いただいておりましたが、穏やかに１

年を過ごすことができました。 

事業所としては大きな環境の変化のなか、ご利用者様には大きな変化は

無く、通所率も平成２７年度の６０％から７２．２％と多くの方に通所い

ただきました。 
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授産収支に関しましては、多くの下請けのお仕事をいただきまして、途

切れることなく安定して収入を得ることができました。１年を通しても２,

７６８,６５６円と前年比１０６％の増となりました。しかし、様々な要因

から支出の面が収入を上回る結果となってしまい、大変苦労した１年とな

りました。 

今後の対策として、ひより舎の柱となる自主事業を早急に考えていく必

要があると考えております。 

事業面としては、お仕事以外にも多くの事業を開催させていただきまし

た。地域のお祭りへの参加や、他施設との交流を通してご利用者様の楽し

みや繋がりを更に深めることができました。 

また、月１回程度の手づくりのお楽しみ事業も大変好評で、ひより舎の

看板作りや日吉初のコンビニへ行ってみたり、畑で採れた野菜を使ってお

昼のカレーを作ったりと、楽しんでいただく機会も多かったと思っており

ます。 

昨年の秋から不定期ではございますが、ひよりカフェを開催しておりま

す。今年度もたくさんの地域の方にお越しいただき、ひより舎を知ってい

ただくとともに、授産の収入となるように年間を通して計画をしておりま

す。 

最後になりますが、多くのニーズに応えるべく、今年の５月から従来の

就労継続支援Ｂ型に加えて生活介護を含めた多機能型事業所として運営さ

せていただいております。 

まだまだ試行錯誤しての運営ではありますが、これからも地域のお力や

関係者のお力をお借りして職員全力で利用者様の支援をしていきますの

で、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

以上です。 

あゆみ工房 失礼します。あゆみ工房の施設長を務めさせていただいております、小

関と申します。よろしくお願いします。 

あゆみ工房の運営状況について、簡単にご報告させていただきます。 

平成２８年４月１日からあゆみ工房としてスタートいたしました。利用

者の方のトラブルも無く移行することができました。 

移行初年度は事業の継続性の尊重を重点的に進めてまいりました。 

当初は登録利用者数２５名、常勤職員４名、非常勤職員５名でしたが、

現在は登録利用者数２６名、常勤職員５名、非常勤職員５名となっており

ます。 
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平成２８年度あゆみ工房就労支援会計の収支決算書について、収益とし

ては、下請け作業、製パン事業、アルミ缶リサイクル事業、さをり販売事

業、清掃作業、その他事業収益となっており、それぞれを中心に取り組ん

でまいりました。その中でその他事業収益につきましては、農作業の受託、

半兵衛麩さんへ実習に行かせていただきましたので、そこの受託費、イベ

ントでのコーヒー販売等を収入として挙げさせていただいております。 

全体としましては、収益は６,３４８,２６０円、支出５,７５５,５８５

円、差額が５９２,６７５円として黒字となりました。 

施設運営についても安定しており、黒字経営ができております。 

昨年度は様々な社会参加を企画し、参加してきました。なかでも、避難

訓練を３回実施し、そのうちの１回がやまゆり事件を受けて不審者対応訓

練を当施設でも実施するに至りました。南丹市社会福祉課や南丹警察署に

もご協力いただき、南丹市内で初めて障害者施設での訓練として実施させ

ていただきました。 

就労については昨年１１月、１２月の２ヶ月間、地域にあります半兵衛

麩美山工場さんの方へ実習に行かせていただきました。その中で１名の方

を企業様から雇用したいという依頼があり、支援や勉強を重ねて平成２９

年５月１日から正式に週２０時間以上の雇用契約を結ぶことができまし

た。一般就労については、ご利用者様の夢でもあり、ご利用者様はもちろ

んご家族の方や他の利用者様のモチベーションアップにも良い影響を与え

ています。週１．５日あゆみ工房へ通所されておられ、今後も継続して就

労できるよう課題解決等の支援をしながら、さらなるステップアップを目

指しているところです。 

以上です。 

議 長 ありがとうございました。 

各施設の説明などに対して、ご意見やご質問はございませんか。 

坂井委員 精神障害者家族会の坂井と申します。 

いつも会員支援等を色々と作業所でお世話になっておりますこと、厚く

お礼申し上げます。ありがとうございます。 

平成２８年度の冒頭から一部事業所を民間法人に運営委託されました。

また、５月からひより舎において事業拡大がなされ、ニーズに応えるもの

と理解しております。 

指定管理者について、施設の設置条例に指定管理として南丹市社会福祉

協議会やあゆみ会などに委託すると条例に定められているのか、規定若し
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くは規則において定められているのか、どちらでしょうか。 

事 務 局 失礼いたします。 

ご承知をいただいているとは思いますが、南丹市立障害者支援施設条例

というものがあり、条例第１４条に指定管理者による管理ということで定

められているものが根拠となります。 

以上です。 

議 長 他にご意見やご質問はありませんか。 

委 員 特になし 

議 長 特にないようですので、施設の運営状況については終了いたします。 

続いて、その他にはいります。事務局から何かありますか。 

事 務 局 特にありません。 

議 長 委員の皆さまから何かございますか。 

委 員 特になし 

議 長 それでは、特に無いようですので、これで終了させていただきます。 

本来であれば副委員長が閉会の挨拶をするところではありますが、本日

諸事情により欠席をされております。 

本日、運営員会にご出席いただきました皆さまにお礼を申し上げて閉会

の挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

司 会 佐野委員長、円滑な議事進行ありがとうございました。 

以上をもちまして、南丹市立障害者支援施設運営委員会を閉会させてい

ただきます。 

ありがとうございました。 
 


